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  提 出 書 類 一 覧 表 
 

書 類 の 名 称 様 式 
ページ 

提出

部数 提出期限 備 考 
正 副 

事

前

調

査

に

関

す

る

も

の 

家屋調査を委託する調査会社届 ５０ １ ３ 工事着手日以前  
事前調査報告書 ５１ 

１  工事着手日以前 

 
添 
付  

書 

類 

事前調査一覧表 ５２ 
事前調査箇所案内図 ５３ 
家屋工作物現況図（事前） ５５～５６ 
説明表（事前） ５７ 
写 真 帳  ５８ 事後報告時写真ネガ帳等提出する。 
事前調査一覧表(井戸) ５９ 

 事前調査箇所案内図(井戸) ６０ 
井戸実態調書 ６１ 

事

後

調

査

に

関

す

る

も

の 

損害補償の処理計画書兼実施報告書 ６２ １  工事完了 30 日前 第１回目以降２か月ごとに報告する。 
〇〇工事に起因する第三者損害の補

償に関する協定書 ６４～６５ ２  上記実施報告書提出後

速やかに  

損害認定及び補償費の負担等に関す

る協議の依頼について ６７～６８ １ １ 
事後調査完了後 

３ヶ月以内 
事後調査報告書、損害調査報告書とと

もに提出する。３種類あり。 
事後調査報告書 ７０ 

１ 

 
１ 

 
事後調査完了後 

３ヶ月以内 
事後調査報告書の正は、協議書締結時

に受注者に返還する。 
添

付

書

類 

○○○○工事による第三者損害

について ７１ 

事後調査一覧表 ７２ 
下水道工事完了に伴う家屋調査

について等配布回収実施報告書                     
７３ 

工事完了後の家屋調査の回答書 ７４ 
調査請求書兼補償請求書 ７５ 
事後調査箇所案内図  ７６ 
施工説明書          ７８～８１ 
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書 類 の 名 称 様 式 

ページ 

提出

部数 提出期限 備 考 
正 副 

事

後 
調

査

に

関

す

る

も

の 

 
家屋工作物現況図（事後） ８３～８４ 

１ １ 

事後調査完了後 
３ヶ月以内 

 
 説明表（事後） ８５ 

写 真 帳 ８６ 事前・事後調査の写真ネガ帳等提出 
損害物件修理一覧表 ８７ １ １ 

 

損害物件修理箇所案内図 ８８ １ １ 

損害調査報告書 ８９ 

１ １ 

添

付

書

類 

損害調査一覧表 ９０ 
事後調査箇所案内図 ７６ 

損

害

調

書 

損 害 調 書 ９１ 
工事内訳書 ９２ 
調査概要調書 ９３ 
修 理 図 面 ９５～９６ 
損害調書（給水） ９７ 
給水工事内訳書 ９８ 

損

害

補

償

に

関

す

る

も

の 

第三者損害に対する補償費負担等に

関する協議書 
１００～ 
１０７ 

２    
添付 
書類 協議書別紙明細書 １０８ 

請求書（局負担分） １１９ ２  

 

 
 

添

付

書

類 

請求内訳書 １２０ ２   
和解承諾書及び補償金請求書 
（口座振込みによる支払用） 

１０９～ 
１１１ ２  必要部数だけ配布を受ける。 

２部提出（受注者用・東京都下水道局用） 
口座振込依頼書 １１２ １ １ 証拠書類の原本をともに提出 
和解承諾書及び補償金請求書 
（現金による支払用） 

１１３～ 
１１５ 

２  

必要部数だけ配布を受ける。 
２部提出（受注者用・東京都下水道局用） 

補償金領収書 １１６～ 
１１８ 証拠書類の原本をともに提出 
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写真ネガを電子媒体で提出する場合は、土木工事標準仕様書「附則７工事記録写真撮影要領」（最新版）の定めるところによること。 

 

調査資料の電子納品を希望する場合は、当局へ相談の上、以下の書類を作成し提出する。 

① 第三者損害に対する調査資料の電子納品（試行）に関する確認書 

② 第三者損害に対する調査資料（CD-ROM）保管管理者届 

③ 家屋調査を委託する調査会社届 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

損

害

補

償

に

関

す

る

も

の 

書 類 の 名 称 様 式 
ページ 

提出部数 
提出期限 備 考 

正 副 
和解折衝報告書 １２１ 

１  協議書取り交わし後 
６ヶ月後 

第１回目以降３ヶ月ごとに提出 

添

付

書

類 

未和解物件一覧 １２２  

折 衝 記 録 １３５ 折衝時（電話対応を含む。）には必ず記

録する。 
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様式集目次 
 

１ 事前調査に関するもの 

（１）家屋調査を委託する調査会社届  ・・・・・・・・・・・・・・・・  50 

（２）事前調査報告書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  51 

（３）事前調査一覧表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  52 

（４）事前調査箇所案内図  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  53 

（５）家屋工作物現況図（事前）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  55 

（６）説明表（事前）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  57 

（７）写真帳  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  58 

（８）事前調査一覧表（井戸）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  59 

（９）事前調査箇所案内図（井戸）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  60 

（10）井戸実態調書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  61 

 

２ 事後調査に関するもの 

（１）損害補償の処理計画書兼実施報告書  ・・・・・・・・・・・・・・  62 

（２）第三者損害の補償に関する協定書  ・・・・・・・・・・・・・・・ 64 

（３）下水道工事完了に伴う家屋調査について  ・・・・・・・・・・・・  66 

（４）損害認定及び補償費の負担等に関する協議の依頼  

     ① 損害認定及び補償費の負担等に関する協議の依頼について  ・・・・  67 

     ② 損害認定及び補償費の負担等に関する協議の依頼について 

                            （全件被害なしのとき） ・・  68 

       ③ 第三者損害に関する報告及び負担等に関する協議の依頼について 

（下水道工事の完了に伴う家屋調査を実施しなかったとき） ・・  69  

（５）事後調査報告書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  70 

（６）○○○○工事による第三者損害について  ・・・・・・・・・・・・  71 

（７）事後調査一覧表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  72 

（８）下水道工事完了に伴う家屋調査について等配布回収実施報告書  ・・  73 

（９）工事完了後の家屋調査の回答書  ・・・・・・・・・・・・・・・・  74 

（10）調査請求書兼補償請求書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  75 

（11）事後調査箇所案内図  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  76 

（12）施工説明書   

     ① 施工説明書（例１ 開削工法）  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 78 

     ② 施工説明書（例２ 推進工法・シールド工法）  ・・・・・・・・・  80 

（13）家屋工作物現況図（事後）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  83 

（14）説明表（事後）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  85 

（15）写真帳  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  86 

（16）損害物件修理一覧表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  87 

（17）損害物件修理箇所案内図  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  88 

（18）損害調査報告書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  89 
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（19）損害調査一覧表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  90 

（20）損害調書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  91 

（21）工事内訳書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  92 

（22）調査概要調書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  93 

（23）修理図面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  95 

（24）損害調書（給水）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  97 

（25）給水工事内訳書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  98 

 

３ 損害補償に関するもの 

（１）第三者損害に対する補償費負担等に関する協議書 ・・・・・・・・・ 100 

（２）同上の分割協議例（第１回） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102 

（３）同上の分割協議例（第２回） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 104 

（４）同上の全件被害なし例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106 

（５）協議書別紙明細書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 108 

（６）和解承諾書及び補償金請求書（口座振込みによる支払用） ・・・・・ 109 

   「補償対象者用・受注者用・東京都下水道局提出用」３枚綴り 

（７）口座振込依頼書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 112 

（８）和解承諾書及び補償金請求書（現金による支払用）  ・・・・・・・ 113 

   「補償対象者用・受注者用・東京都下水道局提出用」３枚綴り 

（９）補償金領収書（現金による支払用）  ・・・・・・・・・・・・・・ 116 

「補償対象者用・受注者用・東京都下水道局提出用」３枚綴り 

（10）請求書（局負担分）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 119 

（11）請求内訳書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120 

（12）和解折衝報告書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 121 

（13）未和解物件一覧  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 122 

 

４ その他 

 （１）事前調査資料のない物件の損害調査について  ・・・・・・・・・・ 123 

 （２）補償対象者氏名・住所変更届  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 124 

 （３）官公署等の現物補償に関するもの 

     ① 第三者損害の現物補償に関する協議書  ・・・・・・・・・・・・・ 125 

    ② 協議書別紙明細書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126 

   ③ 施工承認について  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127 

   ④ 補償工事完了届  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128 

   ⑤ 補償工事の完了に伴う引渡しについて  ・・・・・・・・・・・・・ 129 

    ⑥ 受領書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130 

 （４）下水道工事のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 131 

 （５）下水道工事施行前の家屋調査のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・ 132 

（６）補償事務の流れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 133 

（７）工事後の連絡先のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 134 

（８）折衝記録 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 135 
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補償に関する提出書類等様式作成上の注意事項 

 
  

１ 各様式にならって作成する。 
２ 各様式の色別表示は、意味が異なるので注意する。 
(1) 黒は、変更せずに表示のとおり用いる。ただし、「家屋工作物現況図（事前・

事後）」［P55～56、P83～84］、「修理図面」［P95～96］については、表示どおり使

用するのではなく、個々の調査内容に合わせた図面を作成する。 
(2) 赤は、記入例を表記してあるため、当該工事に合わせる。 
(3) 青は、注意事項〔(注)と表記〕及び用紙サイズを示してあるため、表記しない。 

３ 提出後、訂正があった場合は誤記箇所に二本線を引き正しく表記する。 
また、様式の上部に訂正表示を明記し、押印する。 
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家屋調査を委託する調査会社届 
○年○月○日 

東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 

 
 

              東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
           下水道建設株式会社 

  代表取締役社長 下 水 道 雄 ㊞ 
 
下記調査会社に調査を委託しましたのでお届けします。 
 

工 事 番 号  ○○○○第○○○○号 
工 事 件 名  新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
契 約 番 号  ○○下経契土第○○○号 
契 約 年 月 日 ○年○月○日 
工 期 契約締結の日の翌日から○○○日間 

調査を委託する  
調 査 会 社 名 

株式会社下水設計 連絡先 
         東京都新宿区西新宿二丁目６番１号 

            （○○○○）○○○○ 

当 社 の 補 償 
事 務 担 当 者 名  

         連絡先 
江戸 一郎    東京都新宿区西新宿二丁目６番１号 
           （○○○○）○○○○ 

 
 
 

（注） 
１ 事前調査打合せを行う前に工事監督員へ提出する。 
２ 調査会社及び補償事務担当者に変更があった場合は、その都度提出する。 
 
 

（Ａ４タテ） 
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○年 
○○○○第○○○○号 

事 前 調 査 報 告 書  
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 
○年○月○日 

 
東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 

 
下水道建設株式会社      

現場代理人 甲 野 太 郎   
 
 

記 
 
１ 事前調査一覧表 
２ 事前調査箇所案内図 
３ 家屋工作物現況図（事前） 
４ 説明表(事前) 
５ 写真帳   
６ 事前調査一覧表（井戸） 
７ 井戸事前調査箇所案内図 
８ 井戸実態調書 
 
 
 

（注） 
１ 事前調査写真ネガ帳（Ａ４判、製本）は、調査一覧表、調査箇所案内図、 

家屋工作物現況図（Ａ４判に縮小する）及び説明表を添付して、事後調査 
の損害調査報告書と一括して提出する。  

２ 添付のない資料は記載しないで以下項目の番号を繰り上げる。 
３ 写真ネガを電子媒体で提出する場合は、土木工事標準仕様書「附則７工 
事記録写真撮影要領」（最新版）の定めるところによること。 

 
 
 
 
 
                              （Ａ４タテ） 



- 52 - 
 

事 前 調 査 一 覧 表 
   （新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 
整理 
番号 

物件所在地 
所有者氏名 使用者氏名 

用途種別 
構 造 
延 床 面 積 

経過 
年数 電 話 番 号 電 話 番 号 

１ 
新 宿 区 西 新 宿 東京 太郎 同  左  木造2階建 

7 
一丁目1番1号 (0000)0000 同  左 住 宅 153.16㎡ 

２ 
新 宿 区 西 新 宿 下水工業㈱取締役下水 一 下水 次郎 店 舗 木造平家建 

12 
一丁目2番1号 (0000)0000 (0000)0000 住 宅 102.00㎡ 

３ 
新 宿 区 西 新 宿 新宿一郎・新宿二郎 同  左  木造2階建 

10 
一丁目2番2号 (0000)0000 同  左 住 宅 53.24㎡ 

４ 
新 宿 区 西 新 宿 日本太郎・日本花子 同  左  木造2階建 

５ 
一丁目2番3号 (0000)0000 同  左 住 宅 60.00㎡ 

５ 
新 宿 区 西 新 宿 東京 次郎 同  左  RC４階建 

７ 
一丁目3番1号 (0000)0000 同  左 共同住宅 647.76㎡ 

6-1 
新 宿 区 西 新 宿 多摩 一男 多摩 次男  木造2階建 

10 
一丁目3番2号 000(000)0000 (0000)0000 工 場 58.25㎡ 

6-2 
新 宿 区 西 新 宿 多摩 一男 同  左  RC４階建 

３ 
一丁目3番3号 000(000)0000 同  左 共同住宅 654.76㎡ 

７ 
新 宿 区 西 新 宿 ○○ △△ 同  左  木造３階建 

８ 
一丁目4番1号 (0000)0000 同  左 住 宅 320.55㎡ 

８     調査対象外 （解体済みのため） 
   

 
   

９ 
新 宿 区 西 新 宿 △△ □□□ □□ ○○  RC４階建 

７ 
二丁目7番8号 000(000)0000 (0000)0000 共同住宅 874.66㎡ 

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

                                
                                                                  (Ａ４タテ) 

 



- 53 - 
 

 

事 前 調 査 箇 所 案 内 図 
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 

（注）原則Ａ４タテとし、Ａ３ヨコも可。 
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（注）１ 各写真の説明については、調査項目、調査資料を参考の上、記入する。 

   ２ 計測の単位は幅についてはミリメートル、長さについてはセンチメートルとす

る。 

（Ａ４タテ） 

整理番号 

１ 
説 明 表（ 事 前 ・ 事 後 ） 

写 真 

説 明 
撮 影 箇 所 測 定 値 損 傷 概 要 

１ 全 景 
事前  

 
事後  

２ CB 塀 現況 
事前  

 
事後  

… … 
… 

… 
… 

８ 土間 現況 
事前  

 
事後  

９ 土間 隙間 
事前 Ｗ＝1 ㎜、Ｌ＝50㎝ 

 
事後  

１８ CB 塀 現況 
事前  

 
事後  

… … 
… 

… 
… 

６５ CB 塀 現況 
事前  

 
事後  

６６ 土間 隙間 
事前 Ｗ＝1 ㎜、Ｌ＝30㎝ 

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  
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写 真 帳 

（Ａ４タテ） 

事前調査写真 

 

１ 写真番号 

 

 

 

 

 

 

全 景 

 

２  

 

 

 

 

 

１階和室 

内壁亀裂 

 

 

 

３  

 

 

 

 

 

 

浴 室 

壁ﾀｲﾙ現況 

 

事前調査写真 

事前調査写真 

家屋番号 １ 
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   事 前 調 査 一 覧 表 （ 井 戸 ） 
   （新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

整 理

番 号 

所有者氏名 使 用 者 
物 件 所 在 地 用 途 備 考 

電 話 番 号 電 話 番 号 

 

１ 

 

新宿 太郎 

(0000)0000 
同  左 

新宿区西新宿一丁目 3-

4 
雑用水  

 

２ 

 

東京 花江 

(0000)0000 
同  左 

新宿区西新宿二丁目 8-

5 
飲料水  

 

３ 

 

下水 一男 

(0000)0000 

下水 次男 

(0000)0000 

新宿区西新宿一丁目 9-

3 
不明  

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 
    

 

 

  

 

 
    

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 
    

       

  

（Ａ４タテ） 
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 事 前 調 査 箇 所 案 内 図（井戸） 
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 （注）原則Ａ４タテとし、Ａ３ヨコも可。 
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- 61 - 
 

 

  井  戸  実  態  調  書 
   （新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 

整

理

番

号 

１ 

 

所 有 者 

 

新宿 太郎 住  所 新宿区西新宿一丁目 3番 4 号 

 

使 用 者 

 

同   上 住  所 同   上 

使用目的 雑用水 
業態又は 

使用人数 
5 名 

水道の 

有 無 
有 

さ く 井 

年  月 
昭和 25 年 5 月 井戸形式 開放 密閉 打込 

揚水設備 

揚水管径 13 ㎜ 

手押ﾎﾟﾝﾌﾟ 電動ﾎﾟﾝﾌﾟ（形式○○

○） 

井戸給水 

栓  数 

台 所○個 便 所○個 

浴 室○個 その他○個 

井 戸 径 100 ㎝ 
井  水 

使 用 量 
0.5 ㎥／日 外 観 良 

地 盤 高 0.9ｍ 井戸枠高 0.27ｍ 井 戸 深 3.70ｍ 

水 面 

ま で の 

距 離 

2.52ｍ 水 深 1.18ｍ 気 温 14℃ 

水 温 18℃ 水 質 ＰＨ7.8 

注 入 箇

所 

か ら の 

距 離 

139ｍ 

 

調 査

員 
玉石 石松 

調 査 

年 月 日 
○年○月○○日 立会人 新宿 太郎 

備 考  

 

（Ａ４タテ） 
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○年○月○日 
東京都下水道局  

△△△事務所長 ○○○○ 殿 

下水道建設株式会社 
現場代理人 甲 野 太 郎   

 
損 害 補 償 の 処 理 計 画 書 兼 実 施 報 告 書 

 
  １ 工 事 番 号 ００００第００００号 
  ２ 工 事 件 名 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
  ３ 工   期    ○年○月○日～  ○年○月○日 
  ４ 受注者名 下水道建設株式会社 

補償担当： 江戸 一郎 （電話番号） ○○－○○○○－○○○○ 
現場担当： ○○ ○○ （電話番号） ○○－○○○○－○○○○ 

  ５ 調査会社名 株式会社下水設計 
         担 当 者： 玉石 石松 （電話番号） ○○－○○○○－○○○○ 

計画・実施表       上段は赤で計画を示し、下段は黒で実施を示す。 
      時  期 
 

項  目 

○年 備  考 
○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○ 
月 

○

月

 

工事後の連絡先のお知ら

せの配布 
            予定件数○件 

実施件数○件             
地盤安定の確認                          
下水道工事完了に伴う家

屋調査についての配布・回

収 

            
予定○件 
実施○件 

予 定 ○

件 
実 施 ○

件 
            

調査請求書兼補償請求書

の配布・回収 

            
予定○件 
実施○件 

予 定 ○

件 
実 施 ○

件 
            

家屋調査の実施             予定件数○件 
実施件数○件             

報告書の作成・提出                          
折衝予定                          

 
遅延理由 
 

 
（注）１  系統図を添付する。 

    ２  工事完了の３０日前までに計画書を作成・提出すること。その後、本書の報告は２か 

月毎に行う。なお、期日を２週間以上遅れて提出した場合は、遅延理由を明記のこと。 

     ３ 「下水道工事完了に伴う家屋調査についての配布・回収」及び「調査請求書兼補償請求

書の配布・回収」の備考欄は、左側に配布作業を、右側に回収作業の計画、実施件数を

記入すること。なお、配布・回収の時期については、まとめて記入することができる。

（上記見本のとおり） 

   ４  複合処理する物件がある場合は、前回工事の工事番号、件名、工期、受注者名、調 

査会社名を別紙で提出する。また、系統図で該当物件がある路線を青で示す。 

 

                                    （Ａ４タテ） 

 

配布・回収 

配布・回収 
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新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因する 

第三者損害の補償に関する協定書   

 

 

 東京都（以下「甲」という。）と受注者○○○○○(以下「乙」という。)とは、○○○

○第○○〇〇号 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した第三者損

害の補償事務に関し、【土木工事標準仕様書】第５章 5.1.3 の規定に基づき「損害補償の

処理計画書兼実施報告書」が提出されたので、次のとおり協定を取り交わす。 

 

 

(目的) 

第１条 この協定は、第三者損害の補償事務に関する基本的事項を定め、相互の関係事 

務の適正かつ円滑な処理を図ることを目的とする。 

 

(用語の定義) 

第２条 この協定における用語の定義は次のとおりとする。 

(１) 第三者損害 下水道工事に起因して第三者の建物、工作物等に及ぼした損害 

をいう。 

(２) 補償事務  第三者損害の調査及び認定、補償費用の査定、和解折衝等を 

いう。 

(３) 補償費用  下水道工事に係る第三者への補償費用、事後調査費用をいう。 

 

(協定の適用範囲) 

第３条 この協定の適用範囲は、別紙１「事前調査個所案内図」のとおりとする。 

 

(補償事務の流れ) 

第４条 乙は、甲の「損害補償実務の手引」に基づき事後調査を行う。事後調査は令和 

〇年〇月に甲と乙が協議の上、地盤安定の確認を行い、遅滞なく開始すること。 

２ 乙は事後調査終了後、事後調査報告書等を速やかに提出する。 

３ 事後調査終了後、乙の作成した事後調査報告書等により、甲が損害の認定及び補償 

費用、事後調査費用を算出する。 

４ 算出された補償費用に基づき、乙が和解折衝を行う。 

 

(補償費用及び負担割合) 

第５条 補償費用及び負担割合については、別途協議する。 

 

(連絡員の指定) 

第６条 甲、乙は、補償事務を円滑に処理するために各々連絡員を定め、誠意を持って 

相互に協力しあうものとする。 
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(資料の作成及び提出) 

第７条 乙は、別添「補償に関する提出書類の整理方法」に基づき事後調査報告書等を

作成すること。 

  事後調査報告書等の提出は、紙媒体での納品とする。ただし、当局が求めた場合

は、電子データも提出すること。 

 

(個人情報等の取扱について) 

第８条 乙は、業務上知り得た個人情報等を他に漏らしてはならない。また、業務上 

取得、作成した文書等の情報管理を徹底しなければならない。 

(その他) 

第９条 この協定に定めのない事項又は協定の条項の解釈に疑義を生じた場合は、その 

都度、甲、乙が協議して定めるものとする。 

  

 

 この協定締結の証として、本書２通を作成し、甲、乙が記名押印の上、各１通を保有す

る。 

 

 

○○年○○月○○日 

 

 

甲 東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

 東京都公営企業管理者 

             下水道局長  □ □  □ □  ㊞ 

 

 

乙 ○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○ 

         代表者      □ □  □ □  ㊞ 

 

 

 

（注）１ 甲乙の名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 

２ 協定書第４条第１項の地盤の安定確認時期は、「損害補償の処理計画書兼 

実施報告書」の地盤安定の確認欄の記載を転記する。 

   ３ 協定書第７条の「補償に関する提出書類の整理方法」は、建設部掲示板から 
印刷したものを必ず協定書に添えて受注者に渡すこと。 

 

 

                                （Ａ４タテ） 

 



- 66 - 
 

  ○年○月○日 

 

 

 

     下水道工事完了に伴う家屋調査について 

 

 

平素より、下水道事業にご理解とご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 この度、新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事が完了しました。 

つきましては、工事後の家屋調査を行いたいと思いますので、お手数ですが、別

紙回答書に必要事項をご記入の上、ご回答ください。 

 今回の家屋調査は、仮に家屋等の被害が確認できない場合でも希望することが

できます。 

工事後の家屋調査を希望された方には、「調査請求書兼補償請求書」をご提出し

ていただいた上、後日、調査員が改めてご都合をお伺いいたしますので、希望され

る日時をお伝えください。 

よろしくお願いいたします。 

 

 なお、家屋調査に関する資料は、上記目的以外に利用及び第三者に提供すること

はありません。調査した資料の漏えい、滅失、き損等の防止のため、必要な保護措

置を講じ適切に管理します。 

 また、本調査に関する金銭等の請求は一切ありません。 

 

 

下水道局（所管事務所名）  東京都下水道局△△△事務所 ○○課  ○○担当 

    （所 在 地） ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

    （電話番号） ○○－○○○○－○○○○ 

    （担当者名） ○○○○ 

受 注 者（会 社 名） 下水道建設株式会社 

    （所 在 地） 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 

    （電話番号） ○○－○○○○－○○○○ 

    （担当者名） ○○○○ 

調査会社（会 社 名） 株式会社下水設計 

   （所 在 地） 東京都新宿区西新宿二丁目６番１号 

    （電話番号） ○○－○○○○－○○○○ 

    （担当者名） ○○○○ 

 

（注）１ 工事完了後、地盤の安定を待ち、当局職員の承認を得て、事前調査を 

行った全世帯へ配布する。 

   ２ 「補償事務の流れ」[P133]を裏面（別紙）に印刷し、一緒に配布する。 
 

                                （Ａ４タテ）
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損害認定及び補償費の負担等 
に関する協議の依頼について 

 
○年○月○日 

東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 

新宿区西新宿二丁目９番１号 
下水道建設株式会社 
代表取締役社長 下 水 道 雄 ㊞ 

  
貴局発注の下記工事を当社において施行したところ、物件所有者から損害の調査

及び補償の請求がありました。当社で損害の発生について調査したところ、添付の

事後調査報告書のとおりとなりました。 
この損害は、当社施行の下記下水道工事と因果関係を有しているものと判断し

ますので貴局においてその旨認定願います。 
 なお、認定の上は、別添の損害調査報告書等により補償限度額、事後調査費用及

び負担割合について協議願います。 
 

記 
 
１ 工 事 件 名   （  ○年度○○○○第○○○○号） 

新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
 
２ 工 期    着  手    ○年○月○日 

完  了    ○年○月○日 
 
３ 事前調査件数    計 ９件 

（請求書なし 計 ３件） 
 
４ 家屋調査件数    家屋等    計  ６件 
            （調査の結果、被害なし 計 1 件） 
 
５ 物件所有者    東京 太郎   ほか ７名 
 

 
（注） 本書は金銭補償と現物補償を分けて作成するが、その際は当局所管 

事務所に確認のこと。 
（Ａ４タテ） 
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損害認定及び補償費の負担等 
に関する協議の依頼について 

 
○年○月○日 

東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 
 

新宿区西新宿二丁目９番１号 
下水道建設株式会社 
代表取締役社長 下 水 道 雄 ㊞ 

  
貴局発注の下記工事を当社において施行したところ、物件所有者から損害の調査

及び補償の請求がありました。当社で損害の発生について調査したところ、添付の

事後調査報告書のとおり、全件被害なしとなりましたので、認定願います。 
なお、認定の上は、別添の損害調査報告書等により事後調査費用について協議願

います。 
 
 

記 
 
１ 工 事 件 名   （  ○年度○○○○第○○○○号） 

新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
 
２ 工 期    着  手    ○年○月○日 

完  了    ○年○月○日 
 
３ 事前調査件数    計 ９件 

（請求書なし 計 ３件） 
 
４ 家屋調査件数    家屋等    計  ６件 
            （調査の結果、被害なし 計 ６件） 
 
５ 物件所有者    東京 太郎   ほか ７名 

 
 
 

（注） 全件被害なしのときは、こちらの様式で依頼すること。 
 

（Ａ４タテ） 
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第三者損害に関する報告及び負担等 
に関する協議の依頼について 

 
○年○月○日 

東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 
 

新宿区西新宿二丁目９番１号 
下水道建設株式会社 
代表取締役社長 下 水 道 雄 ㊞ 

  
貴局発注の下記工事を当社において施行し、事前調査を行ったすべての世帯に

対し、 
「工事後の連絡先のお知らせ」及び「下水道工事完了に伴う家屋調査について」を

配布しましたが、建物及びその他工作物の変状について、「調査請求書兼補償請求

書」を提出された方はいませんでした。 
よって、当社施行の下記下水道工事を原因とする家屋等の損害は存在しないと

判断しましたので、下記のように報告します。 
なお、別添「下水道工事完了に伴う家屋調査について等配布回収実施報告書」に

より、事後調査費用について協議願います。 
 

記 
 
１ 工 事 件 名   （  ○年度○○○○第○○○○号） 

新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
 
２ 工 期    着  手  ○年○月○日 

完  了  ○年○月○日 
 
３ 事前調査件数    計 ９件 
 
４ 添 付 書 類    

・事後調査報告書 
 
（注） 下水道工事完了に伴う家屋調査を実施しなかったときは、こちらの様式 
   で依頼すること。 

 
（Ａ４タテ） 
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○年度 
○○○○第○○○○号 
 

事 後 調 査 報 告 書  
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 
○年○月○日 

 
下記の資料を添え、報告します。 

 

 

記 

 

１ ○○○○工事による第三者損害について（受注者見解書） 

２ 事後調査一覧表 

３ 下水道工事完了に伴う家屋調査について等配布回収実施報告書 

４ 工事完了後の家屋調査の回答書（写） 

５ 調査請求書兼補償請求書（写） 

６ 事後調査箇所案内図 

７ 施工説明書   

８ 家屋工作物現況図（事後） 

９ 説明表（事後） 

10 写真帳 

11 事前、事後調査の写真ネガ帳等（別冊）                                           

12 損害物件修理一覧表 

13 損害物件修理箇所案内図 

 

 

下水道建設株式会社       

現場代理人 甲 野 太 郎  

                        （連絡員） 

                       

 

（注）１ 「調査請求書兼補償請求書」が提出されず、家屋調査を実施しなかった 

場合は、２及び５から１３までの添付は不要である。 

２ 写真ネガを電子媒体で提出する場合は、土木工事標準仕様書「附則７工

事記録写真撮影要領」（最新版）の定めるところによること。 

 

                                                      （Ａ４タテ） 
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新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
に よ る 第 三 者 損 害 に つ い て 

 
 
 

 この被害は、新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に伴う開削工事(鋼矢板工

法、掘削深 3.98ｍ、水位 GL−0.7ｍ)施工中の湧水汲上げが原因で生じた地盤沈下

によるものであり、沈下は現在５㎜～２５㎜に達した状態で安定しています。 
 当現場の状況は、下町特有の軟弱地盤で湧水も多く、また、区画整理も行われ

ていない曲がった道路であり、そこに汚水管、雨水管を埋設する施工条件の悪い

場所であります。 
 この被害は、当該工事に起因して生じたものと認められるので、この旨貴局に

おいて認定願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）１ 「調査請求書兼補償請求書」が提出されず、家屋調査を実施しなかっ

た場合は、工事完了後の対応を記入し、経過がわかるようにする。 
 

２ 本文は、工事件名ごとの損害発生起因の例示であるが、２つ以上の工

事による競合工事、複合工事または継続工事による発生起因の場合は、

最終工事件名で報告書を整え文章の表現を替えるとともに関連工事の

件名、工期、受注者名を明記する。 
 
 
 
 

（Ａ４タテ） 
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     事 後 調 査 一 覧 表 

整理 
物 件 所 在 地 

所有者住所氏名 使 用 者 構造 

損 害 概 要  調査床面積 

番号 電 話 番 号 電 話 番 号 用途 
経 過 年 数 

１ 新 宿 区 西 新 宿 
一丁目 1 番 1 号 

新 宿 区 西 新 宿 

同 左 

木造 2 階建 基礎亀裂 4 ㎜ 
建付不良 
ﾀｲﾙ亀裂 7 ㎜ 

一丁目 1 番 1 号 139.91 ㎡ 
東京 太郎 住 宅 
(0000)0000 7 年 

２ 新 宿 区 西 新 宿 
一丁目 2 番 1 号 

千代田区大手町 
下水 次郎 木造平家建 土間亀裂 10 ㎜ 

床不陸 
天井漏水 

二丁目 6 番 2 号 102.00 ㎡ 
下水工業㈱取締役下水 一 

(0000)0000 店舗住宅 
(0000)0000 １２年 

３ 新 宿 区 西 新 宿 
一丁目 2 番 2 号 

同 左 

同 左 

木造 2 階建 基礎亀裂 4 ㎜ 
土間亀裂 5 ㎜ 
建付不良 

新宿 一郎 53.24 ㎡ 
新宿 二郎 住 宅 
(0000)0000 １０年 

４ 新 宿 区 西 新 宿 
一丁目 2 番 3 号 

同 左 

同 左 

木造 2 階建 外装ﾀｲﾙ亀裂 3
㎜ 
外装亀裂 2 ㎜ 

日本 太郎 60.00 ㎡ 
日本 花子 住 宅 
(0000)0000 ５年 

５ 新 宿 区 西 新 宿 
一丁目 3 番 1 号 

新 宿 区 西 新 宿 

同 左 

RC４階建 門扉不良 
塀亀裂 5 ㎜ 
土間亀裂 3 ㎜ 

一丁目 3 番 1 号 647.76 ㎡ 
東京 次郎 共同住宅 
(0000)0000 ７年 

６ 新 宿 区 西 新 宿 
一丁目 3 番 3 号 

新 宿 区 西 新 宿 

同 左 

RC４階建 変化なし 
一丁目 3 番 3 号 654.76 ㎡ 
多摩 一男 共同住宅 
000(000)0000 ３年 

  
 

 

 

  
  
  
  

  
 

 

 

  
  
  
  

  
 

 

 

  
  
  
  

 

（注） 事後調査一覧表は、家屋等の調査を実施した物件を記載し、整理番号は、

連番で付す。 
 

 
                                 （Ａ４タテ） 
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                      ○○年○○月○○日 
東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 

新宿区西新宿二丁目９番１号 
下水道建設株式会社 

                       代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 
 

下水道工事完了に伴う家屋調査について等配布回収実施報告書 
 
  貴局発注の下記工事について、「下水道工事完了に伴う家屋調査について」等の配布 

回収作業を行いましたので報告します。 
 

     工事番号○○○○－○○○○号 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
整理 
番号 物件所在地 所有者氏名 使用者氏名 家屋調査について 請求書 

電 話 番 号 電 話 番 号 回収年月日 回収年月日 

１ 新 宿 区 西 新 宿 東京 太郎 同  左 H21.11.10 H21.11.13 
一丁目 1番 1号 (0000)0000 同  左 

２ 新 宿 区 西 新 宿 下水工業㈱取締役下水 一 下水 次郎 H21.11.10 H21.11.13 
一丁目 2番 1号 (0000)0000 (0000)0000 

３ 新 宿 区 西 新 宿 新宿一郎・新宿二郎 同  左 H21.11.10 H21.11.12 
一丁目 2番 2号 (0000)0000 同  左 

４ 新 宿 区 西 新 宿 日本太郎・日本花子 同  左 H21.11.10 H21.11.12 
一丁目 2番 3号 (0000)0000 同  左 

５ 新 宿 区 西 新 宿 東京 次郎 同  左 H21.11.10 H21.11.13 
一丁目 3番 1号 (0000)0000 同  左 

6-1 新 宿 区 西 新 宿 多摩 一男 多摩 次男 H21.11.10 なし 
一丁目 3番 2号 000(000)0000 (0000)0000 

6-2 新 宿 区 西 新 宿 多摩 一男 同  左 なし（コピー） 
(経緯書あり) 

 
なし 一丁目 3番 3号 000(000)0000 同  左 

７ 新 宿 区 西 新 宿 ○○ △△ 同  左 
H21.11.15  

なし 一丁目 4番 1号 (0000)0000 同  左 

８     
 

 
なし 欠番   

 
９ 

新 宿 区 西 新 宿 △△ □□□ □□ ○○ なし 
(経緯書あり) 

 
なし 二丁目 7番 8号 000(000)0000 (0000)0000 

１０ 
新 宿 区 西 新 宿 △△管理組合理事長〇〇 

〇〇 

 
H21.11.15 H21.11.20 

二丁目 7番 9号 000(000)0000  

 合計実施件数 ８件 ６件 

（注）１ 「下水道工事完了に伴う家屋調査について」は「家屋調査について」、「調査請求

書兼補償請求書」は「請求書」と表記し、「整理番号」は事前調査一覧表の整理番号

を記載する。 
２ 「調査請求書兼補償請求書」の配布回収がない場合は、「なし」と記載する。最終

行に、それぞれの書類の配布件数の合計を記入すること。 
実施年月日は、それぞれの回答年月日を記入する。 

３ 家屋調査について、回収がない場合は「なし」とし、経緯書を添付する。    
 
                                                             （Ａ４タテ） 

 



- 74 - 
 

工事完了後の家屋調査の回答書 
（工事件名：新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 

 

 

＊ 工事完了後の家屋調査について、該当の番号を○で囲んでください。 

 

１ 希望する。 

 

   ２ 希望しない。 理由（１）家屋等に変状なし 

              （２）その他（            ） 

 

 

＊ お気づきの点がありましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

＊     年  月  日（回答書記入日） 

 

＊ 物 件 所 在 地                                            

 

＊ 物件所有者住所・氏名                                              

 

＊ 電 話 番 号                                              

 

 

 ※１ この回答書は、必ず物件所有者の方が記入するようにしてください。 

  ２ 上記の「１希望する」を選ばれた方は、「調査請求書兼補償請求書」へ

のご記入をお願いします。 

 

 

                                    （Ａ４タテ） 
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    調 査 請 求 書 兼 補 償 請 求 書 
 
   私所有の下記物件について、東京都発注の下水道工事に起因する被害の有無を調査 

願います。 
  なお、調査の結果、被害があった場合には補償を請求します。 
 

     記 
 
１ 工 事 件 名    新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
 
２ 物 件 所 在 地    新宿区西新宿一丁目１番１号 
 
３ 物 件 の 概 要    建物 

 
 
○年○月○日 

 
物件所有者 

 
   住所 新宿区西新宿一丁目１番１号 

      氏名 東京 太郎   
 
 
下水道建設株式会社 殿 
 
 
                                                            
 
 
 (注) １ 日付は、書類の作成年月日を記入すること。 

２ 施工中の補償（病人等の仮泊、仮移転、営業休止）については、それぞれの実

情に合わせた内容に変更し使用すること。 

３ 所有者が複数の場合は、全員が住所氏名を記入する。ただし、所有者の住所が

同一の場合には２人目以降の住所を省略することができる。 

 

                                    （Ａ４タテ） 

現場代理人確認 
チェック欄 
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事 後 調 査 箇 所 案 内 図 
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

（注）原則Ａ４タテとし、Ａ３ヨコも可。 

 
 
 

 

                                     
 
 
 
                        
                         
 

西 新 宿 一 丁 目 
                            

 

 

 

凡  例 

 既設活用 

 開削工法 

 推進工法 

 内面被覆工法 

   既設人孔 

   人口撤去・新設 

 立坑 

   事前調査のみ 

   事後調査被害なし 

   事後調査被害あり 

  
 

新  宿  区 
西 新 宿 二 丁 目 

  ５ 

８ 

４ 

１０ 

2 １ 

９ 

３ ６ 

広域図表記 
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（例 1 （開削工法）） 
 

施 工 説 明 書 

 
 管渠（内径５００㎜）埋設の工法は、下図に示すとおり開削によるものである。 
山留工法としては、軽量鋼矢板（長さ３.０ｍ）を用い油圧式圧入機にて杭の打ち込み、引

き抜きを行った。 
 掘削は、バックホーを主に使用した。 
 埋め戻しは、下記の管渠敷設後、全断面について砂埋め、締固めを行い、その後矢板材

を慎重に抜いた。 
 施工延長を２０ｍ毎に区切って施工し、逐次工事を進めた。 
 

 
 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
 

掘 削 断 面 図 
 
 
 
 

  №１ 
東京邸      官民境界 

0.90ｍ 
             0.80ｍ 

 
                                        

3 .00
ｍ  

 
 

      
                           砂基礎・胴木基礎等 

   1.20ｍ 

 
 
 
 

（Ａ４タテ） 

 
 

（例） 

45°、50°、55°、60°など 500mm 
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（注）１ 工事と調査物件との位置を明示する。 

２ 調査対象物件の図に、事後調査一覧表の整理番号及び物件所有者名を記載 

する。 

３ 外構（門・柵・塀）がある場合は、その位置も記載する。 

４ 調査対象物件の配置に沿った図にすること（同じ図を使用し、数値等だけ 

を変更しないこと）。 

掘削深さ、掘削幅、官民境界までの距離は縮尺を整合させる。 

５ 掘削断面図には、掘削床付け位置から影響線を表示し、その影響角度を記入 

する。（例：４５°、５０°、５５°、６０°など） 

   ６ 基礎のない場合の記載例 

 
 

 
 
 

  ７ 内面被覆工法の場合は、管底深さ、下水道管の占用距離、建物から官民境 

界までの距離を表記する。 

    

８ 断面図に表示する建物は、下水道管の下流に向かって表示する。（右、左） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

500m 
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（例 2 （推進工法・シールド工法） 
 
 

施 工 説 明 書 
 

管渠（内径８００㎜）埋設の工法は、下図に示すとおり推進工法（シールド工法）によ

るものである。 
 
 
 
 
 

 
 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
 

掘 削 断 面 図 
 
 
 
 

  №１ 
東京邸      官民境界 

1.30ｍ 
                1.80ｍ 

 
         

        3.00
ｍ  

 
 

       800 ㎜ 
 

  
0.95ｍ 

 
 
 

 
 

（Ａ４タテ） 

 
（例） 
45°、50°、55°、60°など 
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（注）１ 工事と調査物件との位置を明示する。 

２ 調査対象物件の図に、事後調査一覧表の整理番号及び物件所有者名を記載する。 

３ 外構（門・柵・塀）がある場合は、その位置も記載する。 

４ 調査対象物件の配置に沿った図にすること。（同じ図を使用し、数値等だけを

変更しないこと）  

 埋設深さ、シールド機外径、官民境界までの距離は縮尺を整合させる。 

５ シールド工事または推進工事の場合は、掘進機外径が対象物件に最も近い位置 

から官民境界までの距離を記載する。 

６ 掘削断面図には、掘進機位置から影響線を表示し、その影響角度を記入する。

（例：４５°、５０°、５５°、６０°など） 
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（注）１ 各写真の説明については、調査項目、調査資料を参考の上、記入する。 

   ２ 計測の単位は幅についてはミリメートル、長さについてはセンチメートルとする。 

 

（Ａ４タテ） 

整理番号 

１ 
説 明 表（ 事 前 ・ 事 後 ） 

写 真 

説 明 
撮 影 箇 所 測 定 値 損 傷 概 要 

１ 全 景 
事前  

 
事後  

２ CB 塀 現況 
事前  

変化なし 
事後  

… … 
… 

… 
… 

８ 土間 破損 
事前  

発生 
事後 Ｗ＝10 ㎜、Ｌ＝480 ㎝ 

９ 土間 隙間 
事前 Ｗ＝1 ㎜、Ｌ＝50㎝ 

受注者補修・承諾済 
事後  

１８ CB 塀クラック 
事前  

工事起因外・受注者対応済 
事後 Ｗ＝2 ㎜、Ｌ＝5㎝ 

… … 
… 

… 
… 

６５ CB 塀目地切れ 
事前  

申出・発生 
事後 Ｗ＝2 ㎜、Ｌ＝65㎝ 

６６ 土間 隙間 
事前 Ｗ＝1 ㎜、Ｌ＝30㎝ 

申出・工事起因外 
事後 Ｗ＝3 ㎜、Ｌ＝30㎝ 

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  

  
事前  

 
事後  



 

写 真 帳 

整理番号 １  

事後写真    家屋番号〔１〕 事前写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 

全 景 

２ 

CB 塀現況 

 

８ 

土間現況 

 

１ 

 

全 景 

 

 

 

 

 

 
 

２ 

CB 塀現況 

変化なし 

８ 

土間破損 

発生 

事後調査写真 事前調査写真 

事後調査写真 

 

 

事前調査写真 

事後調査写真 事前調査写真 

  

（注）１ 原則として事後調査写真には、対応する事前調査写真を添える。 

   ２ 事後及び事前写真は、見開きで対照できるように製本する。 

３ 損害の発生、拡大は、赤で表記する。  

４ 家屋番号はそれぞれ事前・事後のものを用いる。                            （Ａ３ヨコ） 

- 86 - 
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損 害 物 件 修 理 一 覧 表 
  
 

工事番号 ○○○○第○○○○号 
工事件名 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 

  
受 注 者 下水道建設株式会社 
現場代理人 甲野 太郎  
（連絡員） 

整理 
番号 

物 件 所 在 地 
氏 名 

修 理 の 内 容 承 諾 
の有無 

備  考 

１ 
新宿区西新宿1-1-1 

東京 太郎 
 建具調整 
 外壁亀裂補修 有 承諾書類 

受注者保管 

２ 
新宿区西新宿1-2-1 
 下水 一 

 建具調整 
 土間コン亀裂補修 有 口頭で承諾 

 

３ 新宿区西新宿1-2-2 
 新宿一郎・新宿二郎 

 
基礎亀裂補修 有 承諾書類 

受注者保管 

４ 新宿区西新宿1-2-3 
 日本太郎・日本花子 

建具調整 
土間コン亀裂補修 〃 〃 

〃 

５ 新宿区西新宿1-3-1 
 東京 次郎 

門扉建付調整 
外壁亀裂補修 〃 〃 

〃 

６ 新宿区西新宿1-3-3 
 多摩 一男 

タイル目地補修 
基礎亀裂補修 〃 〃 

〃 

  
 

   

  
 

   

  
  

   

  
 

   

  
  

   

  
  

   

 
 

（注）工事起因による損害の発生・拡大箇所を受注者が補修した案件について作成する。 

修理物件の修理前、修理後の写真を填補すること 

 
 
 
 
 
 
 
 

                                   （Ａ４タテ） 
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損 害 物 件 修 理 箇 所 案 内 図 
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）原則Ａ４タテとし、Ａ３ヨコも可。 

 
 

 

                                     
 
 
 
                        
                         
 

西 新 宿 一 丁 目 
                            

 

 

 

 

 

 

凡  例 

 既設活用 

 開削工法 

 推進工法 

 内面被覆工法 

   既設人孔 

   人口撤去・新設 

 立坑 

   事前調査のみ 

   受注者修理物件 

   補償物件 

  

新  宿  区 
西 新 宿 二 丁 目 

  ５ 

８ 

４ 

１０ 

2 １ 

９ 

３ ６ 

広域図表記 
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○○年度 

○○○○第○○○○号 
 

損    害    調    査    報    告    書 
（新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事） 

 
                                              

  ○年○月○日 
 
                      
                                                           
                                                                     

下記の資料を添え、報告します。 
 
 
 

記 
 
 
    １  損害調査一覧表 
 
    ２  事後調査箇所案内図 
 
    ３  損害調書（工事内訳書、調査概要調書、修理図面、その他関係書類） 
                   
                   
                   
 
 
 

下水道建設株式会社 
  現場代理人  甲野  太郎    

                            （連絡員） 
 

                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 

（Ａ４タテ） 
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    損 害 調 査 一 覧 表 

 
工事件名 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 受注者 下水道建設株式会社 

整理 
番号 物件所有者 構 造 

延床面積 損害見積額 
当 該 地 状 況 

備 考 側線から 
の 距 離 掘削深 地質 沈下 

最大 

１ 東京 太郎 
木造 2 階建 円 m m  ㎜ 

 
153.16 ㎡ 0,000,000 1.0 3.0 ｼﾙﾄ 20 

２ 下水工業㈱ 
取締役下水 一 

木造平家建      
 

102.00 ㎡ 000,000 1.3 2.1 〃 15 

３ 新宿 一郎 
新宿 二郎 

木造 2 階建      
 

53.24 ㎡ 0,000,000 1.5 2.6 〃 25 

４ 日本 太郎 
日本 花子 

木造 2 階建      
 

60.00 ㎡ 000,000 2.0 3.1 〃 18 

５ 東京 次郎 
RC４階建      

 
647.76 ㎡ 000,000 1.8 2.5 〃 15 

６ 多摩 一男 
RC４階建      

被害なし 
654.76 ㎡ 0 1.5 2.3 〃 10 

  
      

 
      

  
      

 
      

  
      

       

  
      

 
      

  
      

       

  
      

       

  
      

       

  
      

       
 
  合 計 0,000,000      

 

（注）開削工事の地質は掘削床付の地質を記載する。（立坑工事含む） 

    シールド・推進工事の地質は、掘削部分の地質を記載する。  

 

 

                      （Ａ４タテ） 
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損 害 調 書 
 

工事件名 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 

 

整 理 番 号 １ 
物 件 所 在 地 新宿区西新宿１－１－１ 

所 有 者 住 所 新宿区西新宿１－１－１   東京 太郎 

用 途 住 宅 種 別 建 物 延 面 積 153.16㎡ 経過年数 7 

工 種 単 位 数 量 金       額（円） 備 考 

○○○○○○○ 式 １ 0,000,000  

○○○○○○○○ 式 １ 00,000  

○○○○○○ 式 １ 000,000  

○○○○○○○ 式 １ 0,000,000  

○○○○○ 式 １ 0,000  

     

     

     

     

     

     

     

合 計   0,000,000  

工事概要 

 1.○○補修      6.○○補修 

 2.○○補修      7.○○補修 

 3.○○補修      8.○○補修 

 4.○○補修 

 5.○○補修 

 

３０―住宅―０ 

（注） 複合処理した物件は、工事概要欄の右上に前回工事の件名、受注者名、調査会社名を 
記入する。 

（Ａ４タテ） 



- 92 - 
 

 

工 事 内 訳 書 

名 称 形 状 単位 数 量 単価（円） 金 額（円） 備 考 

○○○○○○○ ○○○○ ○ ○○ ○ 000 0,000  

○○○○○ ○○○○○ ○ ○○○ ○ 000 0,000  

○○○○○ ○○○○○ ○ ○○○ ○ 000 00,000  

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

（  頁） 

 

（注）数量計算書を添付する。 
                                   （Ａ４タテ） 
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 調 査 概 要 調 書 

 

整 理 番 号 １ 事 後 調 査 年 月 日   ○○年○○月○○日 

 

 

 

仕 

 

 

 

上 

 

 

 

表 

 

 

 

 

階別 室  名 床 巾木・腰 内  壁 天  井 備  考 

１階 

和室 タタミ  京塗壁 杉柾合板  

廊下 縁甲板  繊維壁 杉柾合板  

リビングルーム ﾌﾛー ﾘﾝｸ゙   ﾋ゙ ﾆー ﾙｸﾛｽ貼 化粧石膏ﾎ゙ ﾄー゙   

DK ﾌﾛー ﾘﾝｸ゙   ﾋ゙ ﾆー ﾙｸﾛｽ貼 化粧石膏ﾎ゙ ﾄー゙   

浴室 ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ 100角ﾀｲﾙ 吹付タイル ﾘｼﾝ掻き落し  

玄関 150角ﾀｲﾙ  小口タイル 化粧石膏ﾎ゙ ﾄー゙   

階段室 縁甲板  繊維壁 杉柾合板  

トイレ ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ  ﾋ゙ ﾆー ﾙｸﾛｽ貼 化粧石膏ﾎ゙ ﾄー゙   

洗面所 ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ  ﾋ゙ ﾆー ﾙｸﾛｽ貼 化粧石膏ﾎ゙ ﾄー゙   

 

２階 

洋間 ﾌﾛー ﾘﾝｸ゙   ﾋ゙ ﾆー ﾙｸﾛｽ貼 化粧石膏ﾎ゙ ﾄー゙   

      

      

      

二階の一部、三階の事前・事後調査については所有者の意向により内部未調査 

調  査  概  要 そ  の  他 

1 建物の傾斜(全体・部分) 拡大 構    造   木造3階建 

建物延床面積    ― ㎡ 

基    礎  布基礎 

外    壁  吹付タイル 

   塀     ｺﾝｸﾘー ﾄﾌ゙ ﾛｯｸ造 

 

 

 

 

構造資料の使用  （有 ・ 無） 

 

建物調査床面積    61.51㎡ 

工作物調査面積    －  ㎡ 

工作物調査延長    －  m 

(擁壁  高さ2.5m  構造計算必要) 

2 基礎の亀裂(○箇所) 発 生 

3 床の(傾斜・不陸) 拡大 

4 内壁の(亀裂・散り切れ) 発生、拡大 

5 外壁の亀裂(工事面・右・左・裏) 発生、拡大 

6 タイルの亀裂(台・浴・便・玄) 発 生 

 タイルの目地切れ(台・浴・便・玄) 発 生 

7 建具建付不良 発 生 

8 (屋根・外壁)からの雨漏り 発 生 

9 塀の傾斜 拡 大 

 塀の亀裂 発生、拡大 

10 土間コンクリートの亀裂 発 生 

11 排水の不良 変化なし 

12 その他（       ）       

   

（注）非木造の揚屋積算の際は、その他欄に構造資料の使用の有無を必ず表記する。 

（Ａ４タテ） 
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- 97 - 
 

 

  損 害 調 書 （ 給 水 ） 

 

工事件名 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 

現 況 図 

 

図面欄 

 

 

                                     （Ａ４タテ） 

整 理 番 号 １ 
物  件 

所 在 地 
新宿区西新宿1-3-4 

所有者の 

住所氏名 

新宿区西新宿1-3-4 

新宿 太郎 

用 途 雑用水 構 造 規 模 

井筒 

径 1.0m 

深 3.7m 

水道の有無 有 経過年数 40年 

配 水 管 径 φ13㎜ 
所見 

（復水の可否について受注者の所見を記入） 

給 水 口 径 φ13㎜ 

水 栓 数 1か所 

配水管水圧 20Ｍｐ 調査会社名 ㈱下水設計 調査員氏名 玉石 石松 

給 水 工 事 費 ￥00,000－ 調査年月日   ○年○月○日 
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  給 水 工 事 内 訳 書 

名 称 形 状 単位 数 量 単価（円） 金額（円） 備  考 

○○○○○○○ ○○○○ ○ ○○ ○ 000 0,000  

○○○○○ ○○○○○ ○ ○○○ ○ 000 0,000  

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

（  頁）                               

 

（Ａ４タテ） 
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第三者損害に対する補償費負担等 

に関する協議書 
 

 東京都と受注者下水道建設株式会社とは、受注者が施行した  ○年度、〇〇〇〇第

〇〇〇〇号 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した新宿区西新宿

一丁目１番１号 東京太郎ほかの所有物件等の被害に対する補償について、下記により

補償を実施し、それぞれ負担することを協議し承諾したので、協議書を取り交わす。 

 

                    記 

 

１ 協議事項 

(1)  補償限度額は別紙明細書のとおりとする。 

    （消費税及び地方消費税相当分を含む。） 

     合計６件（被害なし１件含む） ￥〇〇，〇〇〇，〇〇〇．－ 

      （８名） 

(2)  事後調査費用は ￥〇，〇〇〇，〇〇〇．－ とする。 

（うち消費税及び地方消費税相当額 ￥〇〇，〇〇〇．－） 

(3)  補償金、事後調査費用及び口座振込手数料の負担割合は次のとおりとする。    

東京都〇〇％    受注者〇〇％ 

２ その他確認事項 

(1) 第三者損害に対する補償は、受注者が誠意を持ってこれに当たり、迅速、適切に

処理するものとする。 

(2) 受注者は補償限度額内で和解を行い、補償完了後所定の様式により補償金、事後

調査費用及び口座振込手数料のうち、東京都負担分を請求するものとする。 

なお、請求書には、支払った補償金及び口座振込手数料の証拠書類を添付する  

ものとする。 

(3) 東京都は受注者から請求があった日から起算して、３０日以内に東京都負担分を

支払わなければならない。 

(4) この協議書につき、定めのない事項及び変更すべき特段の事由のあるときは、    

別途協議するものとする。     

 

東京都と受注者は、本書２通を作成し、それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。 

○年〇月〇日 

             東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

東京都公営企業管理者 

                   下水道局長  〇〇 〇〇  ㊞ 

                 

                 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 

                  下水道建設株式会社 

                   代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 

（Ａ４タテ） 
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（注）都と受注者の代表者名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 
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第三者損害に対する補償費負担等 
に関する協議書（第１回） 

 

 東京都と受注者下水道建設株式会社とは、受注者が施行した ○年度、〇〇〇〇第〇〇

〇〇号 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した新宿区西新宿一丁目

１番１号 東京太郎ほかの所有物件等の被害に対する補償について、下記により補償を実

施し、それぞれ負担することを協議し承諾したので、協議書を取り交わす。 

 

                      記 

 

１ 協議事項 

   補償限度額は別紙明細書のとおりとする。 

    （消費税及び地方消費税相当分を含む。） 

合計 ２件（被害なし〇件含む）￥〇，〇〇〇，〇〇〇．－ 

（ ○名）  

 

２ その他確認事項 

 (1)  事後調査費用及び負担割合については、次回以降の被害物件と併せて協議し、決

定するものとする。 

   (2)  第三者損害に対する補償は、受注者が誠意を持ってこれに当たり、迅速、適切に処

理するものとする。 

 (3)  受注者は補償限度額内で和解を行い、補償完了後所定の様式により補償金、事後調

査費用及び口座振込手数料のうち、東京都負担分については負担割合が決定した後に

請求するものとする。 

      なお、請求書には、支払った補償金及び口座振込手数料の証拠書類を添付するもの

とする。 

   (4) 東京都は受注者から請求があった日から起算して、３０日以内に東京都負担分を支

払わなければならない。 

   (5)  この協議書につき、定めのない事項及び変更すべき特段の事由のあるときは、別途

協議するものとする。 

東京都と受注者は、本書２通を作成し、それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。 

 

      ○年〇月〇日  
             東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

東京都公営企業管理者 
             下水道局長  〇〇 〇〇  ㊞ 

                 

                 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
                  下水道建設株式会社 
                   代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 

（Ａ４タテ） 
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（注）１ 分割協議のときは、こちらの様式を使用する。 

２ この基本文例は①工事完了前に分割協議第１回を行うとき②工事完了後の 

分割協議第１回において全件被害なしのときを想定しているが、協議事項及び 

その他確認事項(1)の記載は、状況に応じ変更することができる。     

   ３ 都と受注者の代表者名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 
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第三者損害に対する補償費負担等 
に関する協議書（第２回） 

 
 東京都と受注者下水道建設株式会社とは、受注者が施行した ○年度、〇〇〇〇第〇〇

〇〇号 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した新宿区西新宿一丁目

１番１号 東京太郎ほかの所有物件等の被害に対する補償について、下記により補償を実

施し、それぞれ負担することを協議し承諾したので、協議書を取り交わす。 

 

  記 

１ 協議事項 

(1)  補償限度額は別紙明細書のとおりとする。 

    （消費税及び地方消費税相当分を含む。） 

合計 ４件（被害なし〇件含む）￥〇，〇〇〇，〇〇〇．－ 

（ ○名）  

  (2)  事後調査費用は ￥〇，〇〇〇，〇〇〇．－とする。 

（うち消費税及び地方消費税相当額 ￥〇〇，〇〇〇．－） 

        （○年〇月〇日付、協議書（ ２件）を含む。） 

(3)  補償金、事後調査費用及び口座振込手数料の負担割合は次のとおりとする。 

        東京都  〇〇％      受注者  〇〇％ 

 

２  その他確認事項 

 (1) 第三者損害に対する補償は、受注者が誠意を持ってこれに当たり、迅速、適切に処

理するものとする。 

 (2) 受注者は補償限度額内で和解を行い、補償完了後所定の様式により補償金、事後調

査費用及び口座振込手数料のうち、東京都負担分を請求するものとする。 

なお、請求書には、支払った補償金及び口座振込手数料の証拠書類を添付するもの

とする。 

 (3) ○年〇月〇日付、協議書（ ２件）の補償金、事後調査費用及び口座振込手数料の

負担割合については、本協議事項１(3)のとおりとする。 

 (4) 東京都は受注者から請求があった日から起算して、３０日以内に東京都負担分   

を支払わなければならない。 

 (5) この協議書につき、定めのない事項及び変更すべき特段の事由のあるときは、    

別途協議するものとする。 

東京都と受注者は、本書２通を作成し、それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。 

    ○年〇月〇日 
             東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

東京都公営企業管理者 
               下水道局長  〇〇 〇〇  ㊞ 

                 

                 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
                  下水道建設株式会社 
                   代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 

（Ａ４タテ） 
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（注）１ 分割協議のときは、こちらの様式を使用する。 

２ この基本文例は、①工事完了前に分割協議第１回を行い工事完了後に第２回 

を行ったとき②工事完了後に行った分割協議第１回においては全件被害なしで 

第２回において被害ありとなったときを想定しているが、協議事項及びその他 

確認事項(3)の記載は、状況に応じ変更することができる。 

 工事完了後に行う分割協議第１回において被害ありのときは、１協議事項(2)

の赤字表記部分及びその他確認事項(3)は不要となるため、以降を繰り上げて付

番する。     

   ３ 都と受注者の代表者名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 

 

           

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 106 - 
 

第三者損害に対する補償費負担等 
に関する協議書 

 
 東京都と受注者下水道建設株式会社とは、受注者が施行した ○年度、〇〇〇〇第〇〇

〇〇号 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した新宿区西新宿一丁目

１番１号 東京太郎ほかの所有物件等の事後調査を行った結果、下記の事項について、そ

れぞれ負担割合を協議し承諾したので、協議書を取り交わす。 
 

記 
 
１ 協議事項 
 (1) 事後調査を実施した結果、別紙明細書のとおり全て被害は認められなかったこ 

ととする。 
     合計 被害なし ○○件（〇〇名） ￥０．－ 
 (2) 事後調査費用は ￥〇，〇〇〇，〇〇〇．－ とする。 

（うち消費税及び地方消費税相当額 ￥〇〇，〇〇〇．－） 

 (3) 事後調査費用の負担割合は次のとおりとする。 
東京都 １００％     受注者 ０％ 
 

２ その他確認事項 
 (1) 受注者は事後調査の結果について、被害がなかったことに対して、住民に誠意を 

もって説明し、理解を得ること。 
 (2) 事後調査費用については、(1)が終了後、所定の様式により、東京都負担分を請 

求するものとする。 
 (3) 東京都は受注者から請求があった日から起算して、３０日以内に東京都負担分を 

支払わなければならない。 
 (4) この協議書につき、定めのない事項及び変更すべき特段の事由のあるときは、  

  別途協議するものとする。 
 

東京都と受注者は、本書２通を作成し、それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。 

 
○年〇月〇日 

東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 
東京都公営企業管理者 

               下水道局長  〇〇 〇〇  ㊞ 
                 

                 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
                  下水道建設株式会社 
                   代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 
 
 

（Ａ４タテ） 
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（注）１ 全件被害なしのときは、こちらの様式を使用する。 

２ 全物件所有者が家屋調査を希望しなかったときは、その他確認事項(1)の 

記載を削除し、(2)以降を繰り上げて付番する。 

   ３ 都と受注者の代表者名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 
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協 議 書 別 紙 明 細 書 
№ ○／○ 

 

整理 
番号 

補 償 物 件 及 び 補 償 対 象 者 
補 償 限 度 額 備  考 物件 

概要 
物 件 所 在 地 
所 有 者 住 所 氏  名 

１ 建物 新宿区西新宿一丁目1番1号 
東京 太郎   

同 上 0,000,000 

２ 建物 新宿区西新宿一丁目2番1号 下水工業㈱ 
取締役下水 一 

  
千代田区大手町二丁目6番2号 000,000 

３ 建物 新宿区西新宿一丁目2番2号 新宿 一郎 
新宿 二郎 

  
同 上 0,000,000 

４ 建物 新宿区西新宿一丁目2番3号 日本 太郎 
日本 花子 

  
同 上 000,000 

５ 工作物 新宿区西新宿一丁目3番1号 
東京 次郎   

同 上 000,000 

６  新宿区西新宿一丁目3番3号 
多摩 一男  被害なし 

同 上 0 

      
   

      
  

      
  

      
  

      
  

      
  

      
  

計  
  円  

６ 件 ８名 0,000,000 
 
（注）１ 共有物件（整理番号３・４）の対象者は、各々２名となる。 

    ２ 被害なし物件（整理番号６）は、限度額が「０」となる。 
    
 
 
 

（Ａ４タテ） 
 

 



（補償２号－１様式）
 No. 000000

和解承諾書及び補償金請求書

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

記

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

金　額

補償対象者用・１枚目

（必ず、保管しておいてください。）

（口座振込みによる支払用）

受注者用 東京都下水道局提出用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 上記金額が１０万円以上の場合には、印鑑登録証明書を添

付してください。

東京都の発注した下水道工事に起因する、下記物件に対する損害補償については、

頭書の金額をもって和解することを承諾し、頭書の金額を請求します。

なお、本件については、貴社及び東京都に対して、今後、一切異議を申しません。

※ この和解承諾書及び補償金請求書は、補償対象者用（１枚目）、受注者用（２枚目）、東京都

下水道局提出用（３枚目）の３枚綴りの複写式になっています。

なお、１枚目の補償対象者用は、記入・押印後、必ず取って保管しておいてください。また、

割印も必ず行ってください。 割印の無いものは、無効です。 ２枚目及び３枚目は、受注者にお渡

しください。

割印 割印
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（補償２号－２様式）

 No. 000000

和解承諾書及び補償金請求書

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

記

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

受 注 者 用 ・ ２ 枚 目

（口座振込みによる支払用）

金　額

補償対象者用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 上記金額が１０万円以上の場合には、印鑑登録証明書を添

付してください。

東京都の発注した下水道工事に起因する、下記物件に対する損害補償については、

頭書の金額をもって和解することを承諾し、頭書の金額を請求します。

なお、本件については、貴社及び東京都に対して、今後、一切異議を申しません。

割印
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（補償２号－３様式）

 No. 000000

和解承諾書及び補償金請求書
（口座振込みによる支払用）

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

記

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

東京都下水道局提出用・３枚目

金　額

償務担当者
確　認　印

補償対象者用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてくださ

い。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 上記金額が１０万円以上の場合には、印鑑登録証明書を

東京都の発注した下水道工事に起因する、下記物件に対する損害補償については、

頭書の金額をもって和解することを承諾し、頭書の金額を請求します。

なお、本件については、貴社及び東京都に対して、今後、一切異議を申しません。

割印
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（補償４号様式） 
 

口座振込依頼書 
○年○月○日 

下水道建設株式会社 殿 
 

新宿区西新宿一丁目１番１号   
東京 太郎  ㊞  

 
 私が、下水道建設株式会社から受領する補償金は、下記のとおり私の預金口座へ振込み

してください。 
  

振込先銀行 新 宿 
銀 行  

      西新宿  支店 
金 庫   

金 額 
 千 百 十 万 千 百 十 円  

 
￥ 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 

預金の種類 普通  当座 
口座 
番号 

000000000 

フ リ ガ ナ  トウキョウ タロウ 
 

口 座 名 義  東京 太郎 
電話 （0000）0000 

 
（注） 
 １ 必ず、フリガナを記入してください。 
  ２ 必ず、ボールペンで記入してください。 
 ３ 住所、氏名、印鑑は、「和解承諾書及び補償金請求書」と同一にしてください。 
 
 

（Ａ４タテ） 



（補償３号の１－１様式）
 No. 000000

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

記

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

補償対象者用・１枚目

金　額

（必ず、保管しておいてください。）

和解承諾書及び補償金請求書
（現金による支払用）

受注者用 東京都下水道局提出用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 上記金額が１０万円以上の場合には、印鑑登録証明書を添

付してください。

東京都の発注した下水道工事に起因する、下記物件に対する損害補償については、

頭書の金額をもって和解することを承諾し、頭書の金額を請求します。

なお、本件については、貴社及び東京都に対して、今後、一切異議を申しません。

※ この和解承諾書及び補償金請求書は、補償対象者用（１枚目）、受注者用（２枚目）、東京都

下水道局提出用（３枚目）の３枚綴りの複写式になっています。

なお、１枚目の補償対象者用は、記入・押印後、必ず取って保管しておいてください。また、

割印も必ず行ってください。割印の無いものは、無効です。２枚目及び３枚目は、受注者にお渡

しください。

割印 割印
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（補償３号の１－２様式）

 No. 000000

和解承諾書及び補償金請求書
（現金による支払用）

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

記

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

受 注 者 用 ・ ２ 枚 目

金　額

補償対象者用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 上記金額が１０万円以上の場合には、印鑑登録証明書を添

付してください。

東京都の発注した下水道工事に起因する、下記物件に対する損害補償については、

頭書の金額をもって和解することを承諾し、頭書の金額を請求します。

なお、本件については、貴社及び東京都に対して、今後、一切異議を申しません。

割印
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（補償３号の１－３様式）

 No. 000000

和解承諾書及び補償金請求書
（現金による支払用）

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

記

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

東京都下水道局提出用・３枚目

金　額

償務担当者
確　認　印

補償対象者用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 上記金額が１０万円以上の場合には、印鑑登録証明書を添

付してください。

東京都の発注した下水道工事に起因する、下記物件に対する損害補償については、

頭書の金額をもって和解することを承諾し、頭書の金額を請求します。

なお、本件については、貴社及び東京都に対して、今後、一切異議を申しません。

割印
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（補償３号の２－１様式）

 No. 000000

補   償   金   領   収   書
（現金による支払用）

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

（ 物　件　内　容）

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

　下水道工事に伴う損害補償金である
上記金額を領収しました。

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

補償対象者用・１枚目

（必ず、保管しておいてください。）

金　額

受注者用 東京都下水道局提出用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 印鑑は「和解承諾書及び補償金請求書」に押印したもので

お願いします。

※ この補償金領収書は、補償対象者用（１枚目）、受注者用（２枚目）、東京都下水道局提出用

（３枚目）の３枚綴りの複写式になっています。

なお、１枚目の補償対象者用は、記入・押印後、必ず取って保管しておいてください。また、

割印も必ず行ってください。 割印の無いものは、無効です。 ２枚目及び３枚目は、 受注者に

お渡しください。

割印 割印
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（補償３号の２－２様式）

 No. 000000

補   償   金   領   収   書
（現金による支払用）

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

（ 物　件　内　容）

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

　下水道工事に伴う損害補償金である
上記金額を領収しました。

  　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

受 注 者 用 ・ ２ 枚 目

金　額

補償対象者用

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 印鑑は「和解承諾書及び補償金請求書」に押印したもので

お願いします。

割印
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（補償３号の２－３様式）

 No. 000000 

補   償   金   領   収   書
（現金による支払用）

億 千 百 十 万 千 百 十 円

＊ 　金額は必ず、自筆で記入してください。

（ 物　件　内　容）

１　工 事 件 名

２　物件所在地

３　物件の概要

。

　　　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名  

（＊ 　住所及び氏名は、必ず自筆で記入し、ご自分で押印してください。）

（受注者）

殿

償務担当者
確　認　印

東京都下水道局提出用・３枚目

金　額

下 水 道 工 事 に 伴 う 損害 補償 金で ある
上記金額を領収しました

補償対象者

（注） １ ボールペンで強く記入し、金額欄には￥を付けてください。

２ 金額欄の金額を必ず確認してから、押印してください。

３ 金額欄の訂正は、無効です。

４ 印鑑は「和解承諾書及び補償金請求書」に押印したもので

お願いします。

割印
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（補償５号様式） 

  請求書（局負担分） 
 

○年○月○日 
 

東京都公営企業管理者 
下水道局長 ○○○○ 殿 

 
東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
下水道建設株式会社     
代表取締役 下水道雄  
登録番号 Ｔ      

 
 
 損害補償に関する貴局との協議書に基づき、別添資料を添えて貴局負担分として下記の金

額を請求します。 
 
 

 億 千 百 十 万 千 百 十 円 
          

 
金 額 

 

 
 

 
￥ 

 
０ 

 
０ 

 
０ 

 
０ 

 
０ 

 
０ 

 
０ 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額￥     . －、税率  ％） 
 
※ 受注者氏名欄に記名の上、押印又は押印を省略する場合には以下を記載する。 
〔本書類を発行することができる権限を有する者〕 
 役職：            氏名：          電話番号：        
〔事務担当者〕 
 所属：            役職：      氏名：       電話番号：       

（都職員使用欄） 押印省略時の 
本人確認日、確認方法及び確認者 年  月  日 □対面 □電話 □テレビ会議 

(確認者氏名) 
 
 

 

 （注）１ 金額の頭に￥をつける。 
    ２ 金額欄を訂正した場合は、無効とする。 
    ３ 添付資料は、原本を添付する。（原本は確認後返却） 
    ４ 適格請求書発行事業者である場合は、登録番号を記載し、「国税庁適格請 

求書発行事業者公表サイト」の画面印刷等を初回請求時に添付すること。非 
課税取引又は不課税取引のみを行った場合については、税率欄にその旨記載 
すること。 

（Ａ４タテ） 
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請 求 内 訳 書 
 
整

理 
補償対象者 補償限度額 補 償 金 額 局負担金額 

振 込 
備 考 

番

号 手数料 

１  円 円 円 円  

東京 太郎 0,000,000 0,000,000 0,000,000 000  

２ 下水工業㈱      
取締役 下水 一 000,000 000,000 000,000 000  

３ 新宿 一郎      
新宿 二郎 0,000,000 0,000,000 0,000,000 000  

４ 日本 太郎      
日本 花子 000,000 000,000 000,000 000  

５       
東京 次郎 000,000 000,000 000,000 000  

       
      

       
      

       
      

  
    

 

 
小 計 0,000,000 0,000,000 0,000,000 0,000 

 

  
    

 

 
振込手数料（ ５ 件） 0,000 0,000  

 

 
事 後 調 査 費 用 000,000 000,000  

 

 
小 計 000,000 000,000  

 

 
（うち消費税・税率 10％） 000,000 000,000  

 

 
合 計 0,000,000 0,000,000  

 

 
（局負担率〇〇％） 

 
（注）局負担金額算出式   ①補償金額×局負担率 
              ②補償金支払に要した振込手数料の合計額×局負担率 
              ③事後調査費用×局負担率 
              （①、②、③とも円未満切捨） 
 
 

（Ａ４タテ） 
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  和 解 折 衝 報 告 書 （ 第 ○ 回 ） 
 

○年○月○日 
東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 

下水道建設株式会社 
補償事務担当者 江戸一郎   
電話（○○○○）○○○○ 

 
調査会社 （株）下水設計 

 

工 事 番 号 ○○○○第○○○○号 

工 事 

件 名 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
着手 ○年○月○日 

完了 ○年○月○日 
 
協議書 
年月日 

 
○年○月○日付 （第１回） 

○年○月○日付 （第２回） 

○年○月○日付 （第３回） 

○年○月○日付 （第４回） 
 
          合計４件 

和 解 済 件 数 

４件 

未 和 解 件 数 

１件 

 
（注）１ この報告書は、土木工事標準仕様書第５章 5.1.7 第 3 項に従い未和解案件があ

るときは当局の求めに応じて提出しなければならない。 
     ２ 協議書取り交わし後６ヶ月を過ぎてから、未和解案件については別紙「未和解

物件一覧表」を添付する。 
 
 
 

（Ａ４タテ） 
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未 和 解 物 件 一 覧 
 
整理

番号 補償対象者 補償限度額（円） 
被害者の主張・要求 最終折衝 

年 月 日 備考 
受 注 者 の 見 解 

３ 新宿 一郎 
新宿 二郎 0,000,000 

修復工法の相違 
○．○．○○ 

 

事後調査後被害が進

行した。 
    

 
  

 
 

    
 

  

 
 

    
 

  

 
 

    
 

  

 
 

    
 

  

 
 

    
 

  

 
 

 
 
 
 
 

（Ａ４タテ） 
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○年○月○日 
 

東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿 
                 

受注者（住 所） 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
（会 社 名） 下水道建設株式会社 
（代表者名） 代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 

 
事前調査資料のない物件の損害調査について 

 
 貴局発注の下記工事を当社において施行したところ、下記物件所有者から損害の賠償を請

求されました。損害の発生について確認した結果、下水道工事と因果関係を有しているもの

と判断されるので損害調査について協議します。 
 

記 
 
工事年度 ○○○○ 

第○○○○号 
工事 

新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 工

期 
○年○月○日から 
○年○月○日まで 工事番号 件名 

物 件 
所在地 所有者住所氏名 使用者 構造 

面積 
所 在 地 状 況 補償対象者（所有者）

の主張 
（損害内容等） 

側線からの

距   離 掘削深 地質 沈下

最大 

         

因果関係等に対する 
受 注 者 の 見 解 

 

（注）・添付資料 ①被害箇所案内図 ②当該家屋等に関する下水道工事の施行断面を 
添付する。 

   ・上記の欄に記入しきれない場合は別紙を使用する。 
  

○年○月○日 
所長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
 
 

      

 
（当局事務所の見解） 
上記協議について、次のとおり決定する（いずれかの番号に○をつける。）。 
  １ 工事に起因する損害と判断されるので事後調査を行うことを認める。 
  ２ 認めない。 
〈特記事項〉 
 
（注）１ 当局が損害調査を認定後、事後調査を行う。 
   ２ 事後調査に関する損害調書を当局に提出する際は、本書（写）を添付する。 

 
 
 

（Ａ４タテ） 
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○年○月○日 

東京都下水道局 
△△△事務所長 ○○○○ 殿                 
 

受注者（住 所） 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
（会 社 名） 下水道建設株式会社 
（代表者名） 代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 

 

補償対象者 
氏 名 

変更届 
住 所 

 
   ○年○月○日付けで貴局と取り交わした協議書に基づき和解折衝した結果 
 

下記のとおり補償対象者の 
氏 名 

の変更があったのでお届けします。 
住 所 

 
 

記 
 
 
１ 変更事項（氏名・住所） 

整理番号 変更後 変更前 
 
   

 
２ 変更理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （注） 変更理由は具体的に記入する。 
 
 
 

（Ａ４タテ） 
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第三者損害の現物補償に関する協議書 
 

  東京都と受注者 下水道建設株式会社とは、受注者が施行した 〇年度、○○○○

第○○○○号  新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した第三者損

害のうち、○○○○〇○○○○○○○の被害について、損害認定の上、下記により現

物補償を実施し、それぞれ負担することを協議し承諾したので、協議書を取り交わす。 
 

記 
１  協議事項           

  (1)  補償対象物件及び補償工事費限度額は、別紙明細書のとおりとする。 

    （消費税及び地方消費税相当分を含む。） 

          合計  ○件（  ○名）  ￥○，○○○，○○○．－ 

  (2)  事後調査費用は、￥○○○，○○○．とする。 

     （消費税及び地方消費税相当分を含む。） 

  (3)  補償工事の工期は、施工承認に基づく期間とする。 

  (4)  補償工事費及び事後調査費用の負担割合は次のとおりとする。 

         東京都  ○○  ％     受注者  ○○  ％     

(5)  補償工事内容は、別添設計図書のとおりとする。 

２  その他確認事項 

  (1)  受注者は、当該物件管理者の施工承認を得て、設計図書に従い施工するものと

する。 

  (2)  受注者は、工事完了後直ちに補償工事完了届を東京都に提出し、完了確認を受

けるものとする。 

  (3)  受注者は工事完了引渡し後、補償工事費及び事後調査費用のうち東京都負担分

を請求するものとする。 

なお、請求書には補修工事費の証拠書類を添付するものとする。 

  (4)  東京都は受注者から請求があった日から起算して、３０日以内に東京都負担分 

を支払わなければならない。 

  (5)  この協議につき、定めのない事項及び変更すべき特段の事由のあるときは、別

途協議するものとする。 

東京都と受注者は、本書２通を作成し、それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。 

          ○年○月○日 

               東京都新宿区西新宿二丁目８番１号                              

東京都公営企業管理者 

                                 下水道局長    ○○ ○○       ㊞ 
            

                        東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 

下水道建設株式会社  

代表取締役社長      下水 道雄 ㊞ 
 

（注）都と受注者の代表者名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 

 

（Ａ４タテ） 



 

協 議 書 別 紙 明 細 書 
 

整理 

番号 

補 償 物 件 補 償 対 象 者 
補 償 工 事 限 度 額 備 考 

所 在 地 概 要 住 所 氏 名 

１ 

  

○○小学校の 

  

○○区長 

（損害見積額＋ 

  消費税及び地方消費税 

相当額） 

 

○○○○○○○○○ 倉庫及び外構 ○○○○○○○○○ ○○ ○○ ○,○○○,○○○ 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

計 １ 件 １ 名 

（円） 

○,○○○,○○○ 

 

 

（注）補償工事限度額とは、損害見積額と消費税及び地方消費税相当額の合計とする。 
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（補償対象者） 

  〇〇区長 ○○ ○○ 殿 

 

               受注者（住 所）東京都新宿区西新宿二丁目９番

１号 
（会 社 名）下水道建設株式会社 
（代表者名）代表取締役社長 下水 道雄 ㊞ 

 
 

     施工承認について 

 
 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した貴所管の○○小

学校の損害に関する補償工事を、下記のとおり施行したいので、ご承認をお願い

します。 
 
 

記 
 
１ 補償対象物件 

所 在 地  ○○○○○○○○○○○○ 
概   要  ○○小学校の倉庫及び外構 

２ 工 期    ○年○月○日～  ○年○月○日 
３ 補償工事内容  別添図面のとおり 

 
 
 上記のとおり承認する。 
 

○年○月○日 
   

 
 
 
 
 
 
 
（注）補償対象者指定の書式がある場合は、それによることができる。 
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○年○月○日 

   

東京都公営企業管理者 

  下水道局長 ○○ ○○ 殿 

 

受注者（住 所）東京都新宿区西新宿二丁目９番

１号 
（会 社 名）下水道建設株式会社 
（代表者名）代表取締役社長 下水 道雄 

㊞ 
 

               
 
 
 

補 償 工 事 完 了 届 
 

下記のとおり完了しましたのでお届けします。 

 

 

１ 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事の施行に起因する現物補償 

 

２ 補 償 工 事 物 件  ○○小学校 倉庫及び外構 

 

３ 協 議 年 月 日      ○年○月○日 

 

４ 着 手 年 月 日      ○年○月○日 

 

５ 完 了 年 月 日      ○年○月○日 

 

６ 補償工事費限度額  ￥○，○○○，○○○．－ 

             （消費税及び地方消費税相当額を含む金額） 

 

７ 補 償 工 事 費  ￥○，○○○，○○○．－ 

 

 

 

 （注）１ 都及び受注者の代表者名義は起因となった工事の契約書と同一とする。 

２ 完了図を添付する。 
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○ 下 ○ ○ 庶 第 ○ ○ 号 

    ○ 年 ○ 月 ○ 日 

 （補償対象者） 

  ○○区長 ○○ ○○  殿 

 

 

             東京都下水道局 

                      △△△事務所長 ○○○○  ㊞ 

 

 

補償工事の完了に伴う引渡しについて 

 

 

 新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事に起因して発生した貴所管○○小学校の損

害に関する補償工事が下記のとおり完了したのでお引渡しします。 

 なお、本件に関してご異存がなければ別紙受領書に押印の上、ご返送願います。 

 

記 

 

 

１ 補 償 対 象 物 件 

    所 在 地  ○○○○○○○○○○○○ 

    概 要  ○○小学校の倉庫及び外構 

 

２ 補償工事完了年月日 

               ○年○月○日 

 

３ 補 償 工 事 内 容 

           別添図面のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４タテ） 

 



 

- 130 - 
 

 

○年○月○日 

東京都下水道局 

△△△事務所長 ○○○○ 殿 

  

    

 

                 （補償対象者）   

住 所 ○○○○○○○○○○   

氏 名 ○○区長 ○○ ○○ ㊞ 

 

 

                受 領 書 

 

 

 さきに、補償工事の完了に伴い貴局から引渡しのあった下記物件について、これを受

領します。 

 なお、本件については、貴局に対して今後、一切異議を申しません。 

 

 

記 

 

 

１ 補 償 対 象 物 件 

    所 在 地   ○○○○○○○○○○ 

    名 称   ○○区立○○小学校 

 

２ 補 償 工 事 内 容 

    別添図面のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）補償対象者指定の書式がある場合は、それによることができる。 
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- 131 - 
 

 ○ 年 ○ 月 ○ 日 
下水道建設株式会社 

 

  下水道工事のお知らせ 
 
 
下水道工事の施行につきましては、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 
さて、このたび東京都下水道局の発注による「○○区○○一丁目付近再構築工

事」 
が着工のはこびとなり、この工事を当社において、施行することになりました。 
工事の施行に際しては、住民の皆さまに被害が及ばないように最善の努力と

細心の注意を払いながら工事を進めて参りますので、よろしくお願いいたしま

す。 
 
 
 (問合せ先) 

受 注 者（会 社 名） 下水道建設株式会社 
（住  所） 新宿区西新宿二丁目９番１号 
（電 話 番 号） ○○－○○○○－○○○○ 
（担 当 者 名） ○○○○ 
（調 査 会 社） 株式会社下水設計（担当；○○○○） 

                   
発 注 者（所管事務所） 東京都下水道局△△△事務所○○課○○担

当 
（所 在 地）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
（電 話 番 号）  ○○－○○○○－○○○○  

 
 
 

地盤等の関係で万が一、家屋等に損害が発生した場合には、裏面「補償

事務の流れ」に従いまして、誠意をもって対応させていただきます。その

際に損害補償を公正に行うため、工事施行前に家屋等の現況調査をさせて

いただく必要がありますので、ご協力をお願いいたします。 
なお、日程等詳細につきましては、後日改めてご連絡させていただきま

す。 

 
（注）「補償事務の流れ」[P133]を裏面（別紙）に印刷し、一緒に配布する。 
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○ 年 ○ 月 ○ 日 
下水道建設株式会社 

   下水道工事施行前の家屋調査のお知らせ 
 下水道工事の施行につきまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。 
 先日、下水道工事のお知らせを配布させていただきましたが、工事の着工前

に皆様方の家屋調査をさせて頂きたく、お知らせします。 
家屋調査の目的は、工事期間中に万一家屋等に損傷が生じた場合に損害補償を 

公正に行うため、工事施行前の家屋等の現況調査を実施し、工事完了後の調査と 
対比して、本工事との因果関係を判断するための資料の収集です。「補償事務の

流れ」は、裏面をご参照ください。 
 なお、本調査に関する金銭等の請求は一切ありません。 
 後日、調査員が家屋調査の日時につきまして、ご都合をお伺いいたしますの

で、ご希望される日時をお伝えください。 
 お忙しい中ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い申し上げます。 

記 

１ 工事件名  新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事 
２ 調査期間    ○年○月中旬～  ○年○月中旬 
３ 調査内容  １）家屋平面図        ２）家屋内外等の写真撮影 
        ３）柱・建具等の傾斜測定   ４）基礎の状態等 
４ 下水道局  東京都下水道局△△△事務所 ○○課 ○○担当 

   担 当 者  所 在 地：○○○○○○○○○ 電話番号：○○○○-○○○○  
         担 当 者：○○ ○○ 
５ 施工会社  下水道建設株式会社 
        電話番号：○○○○-○○○○ 
        担 当 者：○○ ○○ 
６ 調査会社  株式会社下水設計 
        電話番号：○○○○-○○○○ 
        担 当 者：○○ ○○ 
＊ 調査に関しましてのご質問等は、下水道局、調査会社、施工会社の担当者ま

でご連絡頂ければ幸いです。 
 

個人情報について 

１ 家屋調査の目的は、工事期間中に万一家屋等に損傷が生じた場合、本工

事との因果関係を判断するために、資料を収集するものです。 
２ 家屋調査した資料は、上記目的以外に利用及び第三者に提供することは

ありません。 
３ 家屋調査した資料の漏えい、滅失、き損等の防止のため、必要な保護措

置を講じ適切に管理いたします。 
東京都下水道局△△△事務所 

（注）「補償事務の流れ」[P133]を裏面に印刷し、配布する。       

（Ａ４タテ） 
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   補 償 事 務 の 流 れ 
 
 

 
 
 
 
 
 
                       
 
 

 

  

工事施行前家屋調査 

工 事 施 行 

工 事 完 了 

工事完了後家屋調査 

受注者による調査資料の作成 

下水道局による調査資料の精査 

下水道局と受注者との協議 

受注者との話し合い 

和  解 

補償金の支払い 

 

地盤の安定待ち期間（約３～６ヶ月） 

調査結果や補償内容、補償金についての説明、話し合い
を行います。 

 
補償金支払に必要な書類を受注者へ提出していただき 
ます。 
 

工事施行前の現況調査を実施します。 

「工事後の連絡先のお知らせ」を配布します。 

 

受注者が銀行等の口座へ補償金を振り込みます。 

・希望される世帯に「調査請求書兼補償請求書」を配布します。
・ご提出いただいた世帯から家屋調査を実施します。 

・地盤の安定後、「下水道工事完了に伴う家屋調査について」
と「工事完了後の家屋調査の回答書」を配布します。 

・必要事項をご記入の上、ご提出ください。 
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○ 年 ○ 月 ○ 日 
下水道建設株式会社 

工事後の連絡先のお知らせ 
 
下水道工事の施行につきましては、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 
さて、東京都下水道局の発注した「新宿区西新宿一、二丁目付近再構築工事」

がこのたび完了しましたので、  ○年○月○日をもって、○○区○○一丁目○

番○号に所在しておりました現場作業所を撤去することになりました。   
地盤等の関係で万が一、下水道工事に起因して家屋等に損害が発生した場合

は、当社までご連絡ください。 
損害調査につきましては、裏面の「補償事務の流れ」にそって平成○年○月○

日頃から行う予定でございますので、ご了承ください。 
今回の工事に関する問合せなどの連絡は、今後、下記のところでお受けするこ

とになりますので、お知らせします。 
 

記 
 
   連絡先 （受 注 者 名） 下水道建設株式会社 
       （担 当 者 名） ○○部  ○○ ○○ 
       （所 在 地） 東京都新宿区西新宿二丁目９番１号 
       （電 話 番 号） ○○－○○○○－○○○○ 
        
 なお、この工事を所管する東京都下水道局の事務所は、        
       （事 務 所 名） △△△事務所 ○○課 ○○担当 
       （所 在 地） ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
       （電 話 番 号） ○○－○○○○－○○○○ 
 
 
（注） 「補償事務の流れ」[P133]を裏面に印刷し、受注者が事前調査を行った 

全世帯へ配布する。 
 

 

 

 

 

          

（Ａ４タテ） 
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折   衝   記   録                   （受注者用） 

（注） １ 折衝日時欄は、時間も記入する。 

２ 折衝相手氏名、折衝方法、折衝場所欄は、該当する項目に○印を付ける。 

３ 折衝相手氏名欄の上記代理人（カッコ）は、氏名を記入する。 

４ 折衝方法欄で書面の場合には原本または写しを添付し、その他の場合にはカッコに詳細を記入する。 

５ 記載者欄は、所属（課、係）と氏名を記入する。 

  ６ 局に報告を行った場合は、局への報告先欄に所属（課、担当）と氏名を記入する。   

 

 （Ａ４タテ） 

物 件 所 在 地  

所有者住所氏名電話番号  

使 用 者 氏 名 電 話 番 号  

工 事 件 名  

工 期  

折衝 

日時 

折 衝 相 手 
氏 名 

折衝方法 折 衝 場 所 折    衝    内    容 
本 記 録 

記 載 者 

局 へ の 

報 告 先 

 ・所 有 者 

・使 用 者 

・上記代理人 

(        ) 

・対 面 

・電 話 

・書 面 

・その他 

(   ) 

・所有者宅 

・使用者宅 

・当  所 

・下水道局 

(         ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・所 有 者 

・使 用 者 

・上記代理人 

(        ) 

・対 面 

・電 話 

・書 面 

・その他 

(   ) 

・所有者宅 

・使用者宅 

・当  所 

・下水道局 

(         ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・所 有 者 

・使 用 者 

・上記代理人 

(        ) 

・対 面 

・電 話 

・書 面 

・その他 

(   ) 

・所有者宅 

・使用者宅 

・当  所 

・下水道局 

(         ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・所 有 者 

・使 用 者 

・上記代理人 

(        ) 

・対 面 

・電 話 

・書 面 

・その他 

(   ) 

・所有者宅 

・使用者宅 

・当  所 

・下水道局 

(         ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・所 有 者 

・使 用 者 

・上記代理人 

(        ) 

・対 面 

・電 話 

・書 面 

・その他 

(   ) 

・所有者宅 

・使用者宅 

・当  所 

・下水道局 

(         ) 
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この手引は、令和６年４月１日から施行する。施行経過は次のとおりである。 
 
 

１ 昭和５２年 ４月     作成 
２ 昭和５５年 ４月     改正 
３ 昭和６２年 ４月     全部改正 
４ 昭和６３年 ４月１５日  一部改正 （６３下建管第３９号） 
５ 平成 元年 ４月 １日  一部改正 （６３下建管第６１２号） 
６ 平成 ２年 ８年 １日  一部改正 （２下建管第２７０号） 
７ 平成 ５年 ４月 １日  一部改正 （４下管建管第５１０号） 
８ 平成 ７年１１月 １日  一部改正 （７下管建管第２６４号） 
９ 平成 ８年 ４月 １日  全部改正 （７下管建管第５２０号） 
10 平成１２年 ４月 １日  一部改正 （１１下建管第５６５号） 
11 平成１４年１２月 １日  一部改正 （１４下建管第４５５号） 
12 平成１５年 ４月 １日  一部改正 （１５下建管第１２８号） 
13 平成１８年 ４月 １日  一部改正 （１７下建管第６０２号） 
14 平成２２年 ９月 １日  一部改正 （２２下建管第３０４号） 
15 平成２４年 ４月 １日  一部改正 （２３下建管第６４１号） 
16 平成２９年 ４月 １日  一部改正 （２８下建管第３２０号） 
17 令和 ３年 ４月 １日  一部改正 （２下建管第６１９号） 

18 令和 ４年 ４月 １日  一部改正 （３下建管第６２９号） 

19 令和 ５年 ４月 １日  一部改正 （４下建管第５３９号） 

20 令和 ５年１０月 １日  一部改正 （５下建管第３６６号） 

21 令和 ６年 ４月 １日  一部改正 （５下建管第６８５号） 

 


